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事業概要

３．目標
2024年10月～2025年8月31日 社会課題解決枠フェーズＡ（バイオマス利用促進分野）

１．背景・目的

２．事業期間

低含水オイルを製造する小型急速熱分解装置を開発し廃菌床等非木質系バイオマスの燃
料利用を促進する。

４．成果・進捗概要
①含水率
・最高値は廃菌床300℃60分で9.4% 、工場汚泥300℃60分で16.7%60
②収率
・最高値は廃菌床500℃で53.3%、工場汚泥550℃で51.6%
③エネルギー収支比 ④事業実現性検討
・廃菌床2.51  工場汚泥1.68 ・投資回収期間はきのこ事業者４年、食品製造事業者4.8年
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１．研究開発の動機・背景

きのこ栽培で発生する廃菌床の有効活用
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４．開発項目・目標
目標（値）研究開発項目

含水率6%以下
①生成オイル含水量6%を実現する最適前処理

温度の解明

乾物原料重量比60%②急速熱分解最適反応時間及び温度域の解明

エネルギー収支比2.3
③生成チャー及びガスの熱分解熱源として活用
可能であることの確認及びGX可能性の検討

想定ユーザー及び採算性等導
入メリットの明確化

④市場調査等事業実現性の検討
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（事業期間 2024年10月7日～2025年8月31日）

１０～１２ １～３ ４～６ ７～８

①試験装置設計・製造

②廃菌床前処理試験（廃菌床）

③急速熱分解試験（廃菌床）

④前処理試験（工場汚泥）

⑤急速熱分解試験（工場汚泥）

⑦生成物分析・評価

⑧パラメータ解明

⑨事業実現性検討

⑩市場調査

⑪評価検討会議

事業項目
２０２４年度 ２０２５年度

５．実施スケジュール
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６．実施内容
６

6-（２） 研究開発項目④
文献調査・事業者等へのヒアリング実施

本
事
業
で
作
成
し
た
実
験
装
置
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工場
汚泥

廃菌床
表示

ベース
項目

73.471.6気乾揮発分 (%)

12.319.2気乾固定炭素(%)

14.08.8気乾灰分(%)

18.417.2無水
低位発熱量
(MJ/kg)

工場
汚泥

廃菌床
表示

ベース
項目

1.428.0無水
セルロース

(%)

39.022.0無水
ヘミセルロース

(%)

<0.511.0無水リグニン(%)

0.6未実施無水粗脂肪(%)

47未実施無水
粗タンパク質

(%)

７-（1） 実験に供した試料及び分析値

工業分析 成分分析

７．研究成果

①コーンコブ系廃菌床 ②食品工場汚泥（曝気処理後の脱水ケーキ）
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７-(6)現状到達値の事業実施前との比較及び最終目標値

最終目標値
（事業化時）

現状到達地
（フェーズA実施後）

事業実施前
（フェーズA実施前）

項 目

0.3%
廃菌床 9.4%
汚 泥 3.5%

43%①含水率

60%
廃菌床 53.3% 
汚 泥 51.6%

30%②収率

廃菌床 2.7 
汚 泥 1.8

廃菌床 2.51 
汚 泥 1.68

未計測③エネルギー収支比

きのこ製造事業
3.2年

食品製造事業
3.8年

きのこ製造事業
4年

食品製造事業
4.8年

5年
④事業実現性の検討

（資本回収）
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８．今後の主な技術課題
（１）オイル含水率6%の実現
・前処理に於ける局所反応の回避→攪拌方法・昇温方法の検討
・凝縮時での水分除去→二段凝縮

（２）収率60%を実現する熱分解炉
・粉体化に対応する反応炉→閉塞防止型反応炉への改良

（３）オイルPHの改善
前処理無し 2～３

前処理実施 4～5

（４）実証機の作成
・ロータリーキルン式前処理装置の開発
・二段凝縮器の開発
・投入原料と熱分解ガスの非接触型熱分解炉の開発
・生（消）石灰反応炉の開発
・廃熱利用システム導入

→生（消）石灰反応炉搭載による酸性ガスの中和
（含水率低減も期待できる）
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９．まとめ
（１）オイル含水率

・最高値は廃菌床300℃60分で9.4% 、工場汚泥300℃60分で16.7%
・均一な原料昇温を実現する前処理炉の開発
・二段凝縮、生（消）石灰反応炉の採用

（２）オイル収率

・最高値は廃菌床500℃で53.3%、工場汚泥550℃で51.6%
・粉体化によるオイル収率向上を確認
・粉体化に起因する装置の閉塞対策を進める
（３）エネルギー収支

・廃菌床は自立運転可能（除電力）、工場汚泥は外部エネルギー投入が必要
（４）事業実現性

・投資回収期間はきのこ事業者４年、食品製造事業者4.8年
・自社内燃料利用、混合油販売の他CO2クレジットも視野に入れる
・実証機を製作し製造コスト、投資回収等総合的な検討を進める
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以上で発表を終わります。

ご清聴ありがとうございました。


